
           

落
ち
ぶ
れ
た
浪
人
が
、
助
け
た
河
童
と
（
賞
金
つ
き 

の
）
山
賊
を
倒
す 

    

ね
じ
ま
き
侍 

    

脚
本 

大
岡
俊
彦 

原
案 

ほ
ら 
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登
場
人
物 

 

次
郎
丸
（
３
４
） 

…
か
つ
て
は
強
い
侍
だ
っ
た
が
、 

今
は
や
る
気
の
な
い
浪
人
。 

 

河
童
（
１
０
？
）
…
次
郎
丸
が
出
会
う
宇
宙
人
の
子 

 
 

供
。 

  

先
手
組
ボ
ス
（
４
０
）
…
悪
名
高
き
山
賊
の
ボ
ス
。 

山
賊
１ 

 
 

 
 

 
…
先
手
組
。
以
下
お
な
じ
。 

山
賊
２ 

山
賊
３
（
堀
部
安
衛
門
）
…
元
侍
の
山
賊
。 

山
賊
４ 

山
賊
５ 

 

中
盆 

ツ
ボ
振
り 

 

父
河
童
（
３
０
？
）
…
子
河
童
の
父
。 

                    



 2 

○
江
戸
の
空
、
夕
暮
れ 

  
 

 

宵
の
明
星
の
出
る
こ
ろ
に
、
流
れ
星
が
一
筋
。 

 
○
町
は
ず
れ
、
賭
場
、
内 

 

中
盆 

「
さ
あ
！ 

は
っ
た
は
っ
た
は
っ
た
は
っ
た 

あ
！
」 

ツ
ボ
振
り
「
ど
ち
ら
も
！ 

ど
ち
ら
も
！
」 

 
 

 

丁
半
博
打
の
賭
場
は
、
今
夜
も
に
ぎ
や
か
だ
。 

 
 

 

路
銀
を
数
枚
、
丁
に
賭
け
る
浪
人
、
次
郎
丸 

（
３
４
）
。
着
物
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
、
月
代
も
中
途 

半
端
な
ダ
メ
な
外
見
。 

徳
利
片
手
に
酩
酊
中
だ
。 

中
盆 

「
お
っ
と
や
る
ね
え
ダ
ン
ナ
！
」 

次
郎
丸
「
全
部
だ
。
全
部
だ
。
こ
れ
で
も
う
全
財
産 

だ
」 

ツ
ボ
振
り
「
入
り
ま
し
ょ
う
！ 

…
…
二
、
五
の
、 

半
！
」 

次
郎
丸
「
…
…
…
」 

 
 

 

次
郎
丸
の
全
財
産
は
も
っ
て
い
か
れ
る
。 

次
郎
丸
「
待
て
待
て
待
て
！ 

財
産
な
ら
、
ま
だ
あ 

る
！
」 

 
 

 

次
郎
丸
、
身
な
り
に
し
て
は
立
派
な
、
腰
の 

大
小
を
出
す
。（
刀
は
賭
場
で
御
法
度
か
も
な

の
で
、
預
け
た
所
か
ら
持
っ
て
く
る
か
も
） 

次
郎
丸
「
…
（
ち
ょ
っ
と
考
え
て
）
否
、
落
ち
ぶ
れ 

た
と
は
い
え
、
武
士
の
魂
ま
で
は
渡
せ
ん
！
」 

 

○
同
、
外
、
夜 

  
 

 

刀
を
差
し
な
が
ら
、
と
ぼ
と
ぼ
と
出
て
く
る 

次
郎
丸
。
立
ち
止
ま
り
、
踵
を
返
そ
う
と
。 

次
郎
丸
「
や
っ
ぱ
、
も
う
ひ
と
勝
負
…
」 

 
 

 

と
、
空
に
流
れ
星
。 

 
 

 

見
る
間
に
大
き
く
な
り
、
轟
音
が
響
く
。 

 
 

 

そ
の
ア
ッ
プ
。
よ
く
見
る
と
宇
宙
船
。 

次
郎
丸
「
流
れ
星
？ 

…
？
」 

 
 

 

山
の
奥
へ
ド
オ
オ
オ
オ
オ
オ
と
い
う
音
と
と 

も
に
消
え
る
。 
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次
郎
丸
「
金
に
な
る
話
、
か
…
？
」 

 
 

 

次
郎
丸
、
そ
の
方
角
へ
走
り
出
す
。 

 
○
山
道
、
夜 

  
 

 
藪
の
中
か
ら
ヘ
ン
な
声
が
。 

声 
 

「
む
き
ゅ
う
。
む
き
ゅ
う
」 

次
郎
丸
「
ん
？
」 

声 
 

「
助
け
て
く
れ
。
む
き
ゅ
う
」 

次
郎
丸
「
む
き
ゅ
う
？
」 

 
 

 

藪
の
中
に
は
、
罠
に
捕
ま
っ
て
足
か
ら
緑
の 

血
を
流
す
、
河
童
（
１
０
）
が
。 

次
郎
丸
「
か
、
河
童
？
」 

河
童 

「
む
き
ゅ
う
。
弱
っ
た
。
頼
む
。
助
け
て
く 

れ
」 

 
 

 

よ
く
見
る
と
河
童
で
は
な
い
こ
と
は
、
観
客 

に
は
分
る
。
Ｓ
Ｆ
的
な
緑
色
の
装
備
が
、
侍 

に
は
河
童
に
見
え
て
い
る
の
だ
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

銀
色
の
布
で
、
緑
色
の
血
に
包
帯
す
る
河
童
。 

河
童 

「
助
か
っ
た
。
か
た
じ
け
な
い
」 

次
郎
丸
「
お
主
、
本
当
に
河
童
か
？
」 

河
童 

「
俺
は
宇
宙
人
だ
。
俺
の
本
来
の
居
場
所
は
、 

あ
そ
こ
だ
」 

 
 

 

と
、
夜
空
の
星
を
さ
す
。 

次
郎
丸
「
天
？
」 

河
童 

「
先
ほ
ど
、
巨
大
な
流
れ
星
が
き
た
ろ
う
」 

次
郎
丸
「
そ
う
だ
、
俺
は
そ
れ
を
…
」 

河
童 

「
あ
れ
は
、
俺
の
父
が
さ
が
し
に
来
た
の
だ
」 

次
郎
丸
「
お
主
、
…
は
ぐ
れ
た
の
か
」 

 
 

 

河
童
、
立
と
う
と
す
る
の
だ
が
、
足
が
痛
む
。 

河
童 

「
す
ま
ん
が
、
連
れ
て
っ
て
も
ら
え
る
か
」 

 
 

 

と
、
馬
に
乗
っ
た
一
団
、
先
手
組
た
ち
が
、 

街
道
を
山
の
方
へ
駆
け
て
ゆ
く
。 

次
郎
丸
「
伏
せ
ろ
！
」 

 
 

 

河
童
と
と
も
に
伏
せ
る
。 

河
童 

「
…
何
だ
？
」 

次
郎
丸
「
山
賊
先
手
組
。
札
付
き
の
ワ
ル
だ
」 

 
 

 

イ
ン
サ
ー
ト
。
「
お
尋
ね
者
」
の
人
相
書
き
。 

次
郎
丸
「
ま
さ
か
奴
ら
も
流
れ
星
で
ひ
と
稼
ぎ
を
…
」 



 4 

 
 

 

次
郎
丸
、
河
童
を
背
負
い
、
街
道
と
は
違
う 

山
道
へ
。 

河
童 

「
ど
こ
へ
い
く
？
」 

次
郎
丸
「
こ
の
道
は
先
回
り
出
来
る
。
馬
に
は
行
け 

な
い
道
だ
。
お
主
に
は
居
場
所
が
あ
る
の
だ
ろ 

う
？ 
お
前
は
父
に
会
う
、
俺
は
山
賊
退
治
。
奴 

ら
の
首
を
お
城
に
持
っ
て
ゆ
け
ば
、
仕
官
の
道
も 

叶
う
か
も
知
れ
ん
」 

河
童 

「
助
か
る
。
む
き
ゅ
う
」 

次
郎
丸
「
そ
の
、
む
き
ゅ
う
と
い
う
の
は
何
だ
」 

河
童 

「
？ 

鳴
き
声
だ
」 

次
郎
丸
「
…
そ
う
か
」 

 

○
渓
流
沿
い
、
夜 

  
 

 

河
童
を
背
負
っ
て
道
を
急
ぐ
次
郎
丸
。 

 
 

 

河
童
の
手
に
つ
い
て
い
る
腕
時
計
に
気
づ
く
。 

次
郎
丸
「
変
わ
っ
た
腕
輪
だ
な
。
生
き
物
が
中
に
入 

っ
て
い
る
の
か
」 

河
童 

「
生
き
物
で
は
な
い
。
こ
れ
は
機
械
だ
。
お 

前
ら
の
い
う
、
か
ら
く
り
じ
ゃ
」 

次
郎
丸
「
バ
カ
な
。
こ
ん
な
小
さ
な
か
ら
く
り
が
あ 

る
か
」 

河
童 

「
見
せ
て
や
る
よ
」 

 
 

 

座
っ
た
二
人
。 

 
 

 

河
童
は
、
腕
時
計
の
蓋
を
開
け
て
、
精
巧
な 

バ
ネ
や
歯
車
を
見
せ
る
。 

次
郎
丸
「
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
あ
あ
あ
。
ま
る
で
生
き 

物
で
は
な
い
か
！
」 

河
童 

「
ち
が
う
よ
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
部
品
だ
。 

そ
の
組
み
合
わ
せ
で
動
く
ん
だ
」 

次
郎
丸
「
も
っ
と
よ
く
見
せ
て
く
れ
」 

 
 

 

と
覗
こ
う
と
し
た
所
へ
、
山
賊
１
、
２
、
３ 

が
や
っ
て
く
る
。 

山
賊
１
「
こ
こ
い
ら
は
先
手
組
の
縄
張
り
っ
て
知
っ

て
る
よ
な
？
」 

山
賊
２
「
な
ん
だ
コ
イ
ツ
？ 

河
童
か
？
」 

 
 

 

山
賊
三
人
、
抜
刀
。 

次
郎
丸
「
悪
い
が
、
先
を
急
ぐ
の
で
な
」 

 
 

 

立
ち
上
が
り
、
刀
を
抜
こ
う
と
す
る
。 
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次
郎
丸
「
？
」 

 
 

 

抜
こ
う
に
も
、
抜
け
な
い
。 

山
賊
１
「
ど
う
し
た
？ 

臆
し
た
か
！
」 

 
 

 

襲
い
か
か
る
山
賊
１
、
２
、
３
。 

 
 

 
次
郎
丸
、
鞘
ご
と
刀
を
振
る
い
、
山
賊
１
を 

一
発
で
殴
り
倒
す
。 

再
び
、
刀
を
抜
こ
う
と
す
る
が
抜
け
な
い
。 

次
郎
丸
「
畜
生
！ 

錆
で
抜
け
ぬ
ほ
ど
…
俺
の
魂
も

錆
び
つ
い
た
か
！
」 

 
 

 

襲
い
か
か
る
山
賊
２
を
、
ま
た
鞘
で
殴
り
倒 

す
。 

 
 

 

残
る
山
賊
３
は
、
刀
を
正
眼
に
構
え
る
。 

 
 

 

間
合
い
を
取
る
次
郎
丸
。 

次
郎
丸
「
お
主
、
元
侍
か
」 

山
賊
３
「
何
故
分
る
？
」 

次
郎
丸
「
そ
れ
は
、
正
式
に
剣
を
鍛
錬
し
た
者
の
構 

え
だ
。
…
食
い
詰
め
て
、
山
賊
と
な
っ
た
か
」 

山
賊
３
「
や
か
ま
し
い
ッ
」 

次
郎
丸
「
ま
あ
、
博
打
う
ち
に
な
る
の
と
、
ど
っ
ち 

が
ま
し
か
と
言
え
ば
…
」 

 
 

 

山
賊
３
、
き
り
か
か
る
。 

胴
払
い
で
一
閃
す
る
次
郎
丸
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

木
に
し
ば
ら
れ
た
山
賊
た
ち
。 

 
 

 

山
賊
の
刀
を
、
河
童
が
拾
い
集
め
、
刀
身
を 

観
察
し
て
い
る
。 

次
郎
丸
「
刀
に
興
味
が
あ
る
の
か
？
」 

河
童 

「
い
い
鉄
だ
」 

次
郎
丸
「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
。
長
船
だ
そ
れ
。
盗
品 

だ
ろ
う
が
」 

河
童 

「
俺
ら
の
星
は
、
い
い
鉄
が
不
足
し
て
る
ん 

だ
。
だ
か
ら
こ
の
星
に
、
い
い
鉄
の
秘
訣
を
探
し 

に
来
た
の
だ
」 

次
郎
丸
「
（
自
分
の
刀
を
出
し
）
な
ら
ば
こ
の
業
物
、 

伝
家
の
南
部
鉄
…
」 

河
童 

「
錆
び
た
や
つ
な
ん
て
い
ら
な
い
よ
」 

次
郎
丸
「
糞
生
意
気
な
！ 

…
そ
う
だ
、
そ
の
腕
輪
、 

父
の
所
ま
で
無
事
届
け
た
ら
俺
に
く
れ
な
い 

か
？
」 

河
童 

「
な
ぜ
？
」 
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次
郎
丸
「
人
の
力
で
そ
れ
が
つ
く
れ
る
、
と
い
う
の 

が
信
じ
ら
れ
ん
。
く
わ
し
く
見
て
み
た
い
。（
山
の 

ほ
う
を
見
て
）
今
は
急
が
ね
ば
な
ら
ん
」 

河
童 

「
う
ん
。
い
い
よ
」 

 

○
山
道
、
峠
、
夜 

  
 

 

河
童
を
背
負
い
、
急
ぐ
次
郎
丸
。 

次
郎
丸
「
思
い
出
し
た
」 

河
童 

「
？
」 

次
郎
丸
「
堀
部
安
衛
門
。
さ
っ
き
の
男
の
名
」 

河
童 

「
友
達
？
」 

次
郎
丸
「
い
や
…
」 

河
童 

「
？ 

…
何
を
考
え
て
る
？
」 

次
郎
丸
「
も
う
、
平
和
な
時
代
に
な
っ
た
。
人
斬
り 

の
技
術
を
、
侍
た
ち
は
持
て
あ
ま
し
て
い
る
。
使 

い
道
が
な
い
か
ら
、
堀
部
殿
は
山
賊
に
な
っ
た
の 

か
と
」 

河
童 

「
で
も
ア
ン
タ
、
ま
だ
人
を
斬
っ
て
な
い
じ 

ゃ
ん
」 

次
郎
丸
「
…
む
。
む
き
ゅ
う
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

峠
か
ら
見
下
ろ
す
。 

銀
色
の
巨
大
な
宇
宙
船
が
着
陸
し
て
い
る
。 

 
 

 

崖
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
身
を
乗
り
出
し
た
次
郎
丸
。 

次
郎
丸
「
あ
れ
か
！ 

父
上
の
船
と
い
う
の
は
！
」 

 
 

 

と
振
り
返
る
と
、
河
童
は
い
な
い
。 

次
郎
丸
「
あ
っ
！
」 

 
 

 

山
賊
た
ち
に
抱
え
ら
れ
た
河
童
。 

河
童 

「
む
き
ゅ
う
！ 

む
き
ゅ
う
！ 

む
き
ゅ 

う
！
」 

 
 

 

馬
に
乗
る
山
賊
た
ち
。
走
り
去
る
。 

次
郎
丸
「
…
」 

 

○
山
中
、
宇
宙
船
着
陸
地
点
、
夜 

  
 

 

か
が
り
火
が
焚
か
れ
、
巨
大
宇
宙
船
の
周
囲 

を
、
先
手
組
た
ち
約
３
０
名
が
囲
ん
で
い
る
。 

 
 

 

縛
ら
れ
た
河
童
と
、
そ
の
父
河
童
（
３
０
）
。 

山
賊
４
「
オ
ラ
ア
！ 

ヘ
ン
な
声
で
鳴
い
て
ん
じ
ゃ 
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ね
え
よ
！
」 

 
 

 

と
、
父
河
童
に
蹴
り
を
入
れ
る
。 

ボ
ス
（
４
０
）「
オ
イ
オ
イ
オ
イ
。
見
世
物
小
屋
に
売 

れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
が
」 

山
賊
４
「
へ
い
。
す
い
ま
せ
ん
」 

 
 

 
ボ
ス
、
つ
か
つ
か
と
父
河
童
の
背
後
に
ま
わ 

り
、
首
の
後
ろ
に
焚
き
木
の
火
を
押
し
付
け 

る
。 

父
河
童
「
む
き
ゅ
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
う
」 

ボ
ス 

「
（
山
賊
４
に
）
傷
は
、
背
中
に
つ
け
る
も
ん 

だ
ろ
う
が
。（
父
河
童
に
）
さ
っ
さ
と
あ
の
船
の
動 

か
し
方
教
え
ろ
。
さ
も
な
け
り
ゃ
、
あ
の
船
溶
か 

し
て
大
仏
に
で
も
し
ち
ま
う
ぞ
」 

 
 

河
童
、
藪
に
次
郎
丸
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
に 

気
づ
く
。 

 
 

 

河
童
、
首
を
振
る
。「
に
げ
ろ
」
の
意
味
で
ア 

ゴ
で
指
示
。 

 
 

 

父
河
童
に
飽
き
た
の
か
、
ボ
ス
は
今
度
は
河 

童
の
ほ
う
へ
。 

ボ
ス 

「
子
供
を
拷
問
す
れ
ば
、
親
父
は
大
抵
吐
く 

も
ん
だ
よ
な
？
」 

 
 

 

手
に
取
っ
た
燃
え
る
焚
き
木
を
…
。 

 
 

 

藪
の
中
か
ら
、
次
郎
丸
が
出
て
く
る
。 

河
童 

「
来
る
な
っ
て
言
っ
た
ろ
！
」 

ボ
ス 

「
ん
？ 

…
な
ん
だ
オ
メ
エ
は
？
」 

次
郎
丸
「
…
通
り
す
が
り
の
浪
人
者
。
賞
金
首
の
先 

 

手
組
と
お
見
受
け
し
た
が
、
相
違
な
い
か
？
」 

 
 

 

次
郎
丸
を
囲
む
先
手
組
た
ち
。
剣
を
抜
刀
。 

次
郎
丸
「
（
周
囲
の
構
え
を
見
て
）
堀
部
殿
ほ
ど
剣
の 

立
つ
者
は
、
誰
も
お
ら
ぬ
か
」 

山
賊
５
「
野
郎
！
」 

 
 

 

と
斬
り
か
か
っ
た
の
を
合
図
に
、
大
乱
闘
が 

は
じ
ま
る
。 

 
 

 

次
郎
丸
は
鞘
ご
と
闘
う
闘
い
方
で
、
手
下
ど 

も
を
、
こ
と
ご
と
く
殴
り
倒
す
。 

河
童 

「
す
げ
え
や
！
」 

ボ
ス 

「
や
る
じ
ゃ
ね
え
か
、
侍
」 

 
 

 

二
刀
を
抜
く
ボ
ス
。 

次
郎
丸
「
侍
で
は
な
い
。
主
が
お
ら
ぬ
。
こ
れ
は
単 

な
る
助
太
刀
」 
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河
童 

「
誰
も
斬
っ
て
ね
え
し
な
！
」 

次
郎
丸
「
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な
（
笑
う
）
。
…
あ
。 

斬
ら
な
い
闘
い
方
も
、
あ
る
の
か
」 

 
 

 

ボ
ス
、
襲
い
か
か
る
。 

 
 

 
脇
差
の
鞘
も
使
い
、
二
刀
を
受
け
る
次
郎
丸
。 

次
郎
丸
「
河
童
！ 

お
前
に
は
居
場
所
が
あ
る
ん
だ 

な
！
」 

河
童 

「
お
、
お
う
」 

次
郎
丸
「
そ
こ
へ
帰
し
て
や
る
！
」 

 
 

 

と
、
伝
家
の
宝
刀
が
は
じ
め
て
抜
け
る
。 

次
郎
丸
「
う
む
！
？
」 

河
童 

「
ほ
ほ
う
。
い
い
鉄
だ
」 

 
 

 

ボ
ス
の
太
刀
を
か
わ
し
、
一
刀
の
も
と
斬
り 

伏
せ
る
次
郎
丸
。 

 

○
同
、
夜
明
け 

  
 

 

か
が
り
火
は
既
に
消
え
て
い
る
。 

 
 

 

山
賊
た
ち
は
縛
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

父
河
童
、
河
童
、
彼
ら
の
日
本
刀
を
大
量
に 

抱
え
る
。 

 
 

 

河
童
、
腕
時
計
を
次
郎
丸
に
。 

次
郎
丸
「
た
し
か
に
も
ら
っ
た
。
詳
し
く
調
べ
た
い
」 

 
 

 

次
郎
丸
、
腰
の
大
小
を
河
童
へ
差
し
だ
す
。 

河
童 

「
え
」 

次
郎
丸
「
人
斬
り
の
道
具
は
、
も
う
使
わ
ん
。
こ
れ 

か
ら
の
居
場
所
は
、
太
平
の
世
の
城
勤
め
じ
ゃ
」 

河
童 

「
あ
り
が
と
う
。
研
究
さ
せ
て
も
ら
う
」 

次
郎
丸
「
…
」 

河
童 

「
…
」 

次
郎
丸
「
次
郎
丸
。
平
賀
次
郎
丸
が
わ
し
の
名
だ
」 

河
童 

「
あ
。
ま
だ
名
乗
っ
て
な
か
っ
た
ね
。
○
○ 

×

△×

△
（
不
思
議
な
発
音
）
」 

次
郎
丸
「
エ
レ
…
（
真
似
し
よ
う
と
す
る
）
」 

河
童 

「
○
○×

△×

△
」 

次
郎
丸
「
エ
レ
、
キ
テ
ル
？
」 

河
童 

「
う
ん
。
大
体
、
そ
ん
な
感
じ
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

出
発
す
る
宇
宙
船
。 

次
郎
丸
「
達
者
で
な
！
」 
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空
の
彼
方
へ
、
流
れ
星
と
な
っ
て
消
え
て
ゆ 

く
宇
宙
船
。
見
守
る
次
郎
丸
。 

 
○
後
日
、
お
城 

  
 

 
裃
を
着
て
、
月
代
も
き
ち
ん
と
剃
り
、
城
に 

出
勤
す
る
次
郎
丸
。 

 
 

 

そ
の
左
腕
に
は
、
河
童
の
腕
時
計
。 

Ｎ
Ａ 

「
左
手
に
か
ら
く
り
を
つ
け
、
腰
の
刀
は
竹 

光
と
い
う
、
ヘ
ン
テ
コ
な
侍
が
い
た
と
い
う
記
録 

が
あ
る
。
剣
も
振
ら
ず
、
毎
日
毎
日
ね
じ
ま
き
を 

研
究
し
た
の
で
、『
ね
じ
ま
き
侍
』
と
呼
ば
れ
た
そ 

う
な
。
有
名
な
発
明
家
、
平
賀
源
内
の
、
三
代
前 

の
ご
先
祖
の
お
話
」 

 
 

 

空
を
あ
お
ぐ
次
郎
丸
。 

 
 

 

口
を
と
が
ら
せ
て
、 

次
郎
丸
「
む
き
ゅ
う
」 

 

○
タ
イ
ト
ル 

「
ね
じ
ま
き
侍
」 

 

○
エ
ン
ド
ロ
ー
ル 

  


